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総人口：6,409人

高齢者人口：1,793人

後期高齢者人口：989人 平成29年1月1日住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）（総計）

高齢化率：27.9％

後期高齢者割合：15.4％

要介護・要支援認定者数：340人 厚生労働省「介護保険事業状況報告」（H29.1月月報）

要介護認定率： 18.9％

地域包括支援センター数：1箇所（委託）

職員数 ： ４

職種 ： 主任介護支援専門員 １、社会福祉士 １、生活支援コーディネーター １

福祉活動専門員 １

第6期介護保険料：4,800円

福島県平田村
基礎データ



『地域づくり講演会の開催』『地域づくり講演会の開催』
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生活支援体制整備

○ 協議体について

平成28年5月 第１層設置

構成員数 16名

平田村社会福祉協議会に委託（事業計画、議事進行等は共同で実施）

○ 生活支援コーディネーターについて

平成28年4月 第1層設置 1名

平田村社会福祉協議会に委託

委託すれども丸投げはせず

概 況

社協と協議を重ね、両事業の必要性を話し合っ
たうえで委託契約した。

協議体の風景

●背景
・平成28年5月に「任命」と言う形で協議体を設置（事務局は、行政と生活
支援コーディネーター）。

・メンバーは、婦人会・老人会・一般高齢者（住民代表）、包括支援センター・
保健師（保健福祉関係）、通所介護・訪問介護・訪問看護（介護サービス事業
所代表） 、ボランティアセンター・民生児童委員・社協（地域福祉団体）、
事務局を入れて16人で構成。

・地域づくりについて、話し合いが深まった上での協議体設置ではないため、委
員の第一声は「協議体って何？」「自分たちは何をすればいいの？」
担当職員もどう進めて良いかわからない…困ったなぁ。
とりあえずメンバーと住民と一緒に勉強することから始めよう。

●取組のポイント
・月に1回は、集まる機会をつくる（協議体委員会の開催）
・住民と共に勉強する機会をつくる（地域づくり講演会の開催）
・地域づくりに関心のある人、担い手になってくれそうな人を見つける
（支え合い担い手養成講座の開催）

・実際に支える専門家も必要（介護職員初任者研修を県の指定を受けてはどうか）

協議体の設置と役割を理解するために
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取組の内容①

●事業内容

『地域づくり講演会の開催』
★第1回 7月31日 「支え合い いきいきと暮らせるむらづくり」

（講師：CLC 池田昌弘氏）

★第2回 12月18日 「もっと豊かな地域をつくるには ～今地域でできる
助け合い～」（講師：さわやか財団 大山重敏氏）

※現在実施しているサロンをもっと身近な場所につくる
ことも必要。サロンに参加できるようにするために、
何かできることはあるかな。サロン参加者と交流しよう。

★第3回 ３月5日 「SOSと言える地域を目指して」
（講師：福島大学 鈴木典夫教授）

住民と共に学ぶ

「結」や「結返し」の意識
や地域の関わりを取り戻
そう。地域全体で支え合
おう

震災後の取り組み

『いるだけ支援』と同様
に、いつでも『気にかけ
てるよ』、『助けてって、
お互い様だよ』
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取組の内容②
●事業内容

『支え合い担い手養成講座の開催』

★第1回 2月 2日「助けてと言える地域を目指して」
（講師：福島大学 鈴木典夫教授）

※気軽に支えて欲しいと言える人間関係を作ることが大事
関西は、さみしい・話したい⇒行きますか⇒お願いします
東北は、さみしい・話したい⇒行きますか⇒いやいや大丈夫

★第2回 2月22日「傾聴とコミュニケーション」
（講師：針生ヶ丘病院 大森洋亮氏）

※悩むのも人間関係、解決するのも人間関係。誰にでもできる
助け合いは『傾聴』。自分たちにも出来ると確認し合う。

★第3回 3月 7日「暮らしの中で『気づき』と『私にできること』」
（講師：福島市社協 佐藤 めぐみ氏）

※実際の訪問活動を具体的に知る

担い手になってくれる人を見つける

実際に支え合い担
い手になってくれる
人が、こんなにいる。
平田村も捨てたもん
じゃないね！！
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取組の成果

● 地域づくり講演会や支え合い担い手養成講座への参加で、地域づくり
の大切さや身近な方法を住民と一緒に学ぶことができた。

● 実際に担い手になろうと言う人材が出てきた。新たな協議体委員への
新メンバーが発掘できた。

● 協議体委員のメンバーとして、もう一歩前に進みたいと言う意欲が湧
いてきた。

協議体が育ってきたので、

現メンバーで、このまま進
めよう！！

平成28年度末時点の方針

来年度も
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やってきたこと

いろいろやりました。
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楽しい協議体で
びっくりしました。
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地域づくり講演会と担い手養成講座の様子
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今後の展望

● かなりの勢いで講演会や担い手養成講座を開催し、学びを深めてきたが、
「地域で高齢者がどんなことに困っているのか」
「どんな支援をどのような形で行うのか」、
具体化した活動について深める作業をしたい。もっと話し合いたい。

協議体委員に新メンバー（住民代表）を加え、活動力のパワーアップを図る。
新たに、事業ごとの検討部会を作る。
支え合い担い手養成講座受講者を巻き込んでいく。

○認知症ボランティア・認知症カフェを立ち上げる準備
○新たなサービスを開拓する（ちょこっと助け隊で検討）
○講演会の検討及び開催
○地域の資源を再確認する（実際に聞き取る）

より住民目線で！

『協議体』は、支え
あい担い手の
『ちょこっと助け
隊』とは別に、地
域全体を考えてい
こう！！



平田村の介護予防
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いきいきサロン

地域づくり講演会
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平田村の介護予防
ニコニコ元気アップ教室

村が開設するフィッ
トネスクラブで週2回
ニコニコ元気アップ
教室を開催していま
す。

年2回の体力測定
では、良い変化が見
られています。

ひらたフィットネスクラブ
本格的トレーニング機材を備えトレーナーも常駐

郡内住民は低料金で利用可能

利用者のうち要介護となる人が

著しく少ない。（過去1人）

、ひらたフィットネス



見た目も若くなっています。

え?!、もう80歳なんです

か？！

18

19

おわり

ジュピアランドひらた 芝桜まつり

福島県平田村


